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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護内グループ研修について

日時：11/16（月）・11/17（火）　17：15～18：00
　場所：病院2階会議室　　対象：看護スタッフ
テーマ：心理教育　　講師：小嶋心理技術員
・本日・明日とOT学生の実習あり。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様　～11/11定期訪問実施。体調について尋ねると、「寒くて大変。」とのこと。頓服薬は服用せず過ごせている。酸化マグネシウムは心臓に負担がかかる為、減薬になったとの事。デイケア利用中、ふと自分が嫌われているのではないかと不安に思い、弟様へ電話したと話すが、弟様も忙しいと思い、今後は控えると話している。
・大久保　恒夫様～11/13定期訪問実施。体調面・生活面共に困っている事はないとのこと。金銭状況確認すると、食料・飲料にお金を使用している事が多い。奥様がストレスを感じているようだとの事で気分転換にカラオケに行って来たと話している。
・大久保　律子様～体調面・生活面で困っている事はないと話している。
・北村　奈美　様～11/13利用登録している。日中の電話相談の希望があり、スタッフと10分と時間を決めている。活動室の利用希望もあるが、前野義勝様・根地戸恵様が苦手で会いたくないと話している。
・平　京子　様　～11/15定期訪問実施。体調は良いとのこと。血糖値が高く、炭水化物を控えるようにし、魚・肉・野菜をバランスよく摂るように促している。

＜グループホーム入居者様情報＞

・五日市　規　様～皮膚科受診し、頭皮湿疹にはデルモゾールローション塗布・手は接触性皮膚炎とのこと。足の裏のざらざら感について外見上異常はなく、精神的なものではないかと医師より話がある。内服薬は止めとなっている。
・繁名　和恵　様～先週、肛門からの出血があり婦人科受診はしたが、肛門科の受診には至っていない。体調不良でデイケアを欠席する事が多く、携帯電話を世話人へ投げるようにして、「電話に出て。」と話すことがある。今後は理由を確認していく。
・中村　与一郎様～先週より交際相手が出来たと話している。12/31～1/1東京で歌手の映像コンサートのチケットが取れた為、一緒に行きたいとのこと。
　　　　　　　　　今後、グループホーム管理へ相談していく。
・藤村　翔　様　～先週金曜日の夕方、グループホーム内で大声を出す事がある。「女が生意気なんです。偉そうに命令する。」と話している。その後は、落ち着いているが、引き続き状態観察していく。
・中村　茂　様　～シーツの洗い方を忘れたとの事で、世話人と一緒に洗濯・乾燥を行っている。自分で出来る事と出来ない事を世話人へ伝えることができている。今朝、「足がいつもと違う。」と話していたが、階段を降りる足取りはしっかりしていた事を伝えると、来所出来ている。
・番沢　政勝　様～先週末、風邪をひき内科受診したとのこと。注射を行い、内服薬が処方となったと話している。朝、来所し「体調が悪いから、今週いっぱい休みます。」と伝え欠席している。
　　　　　　　　　

＜利用者様情報＞
・高橋　洋子　様～本人より電話があり対応。「今朝、朝食食べたら気持ち悪くなって､頭もクラクラするから休みます」と話しており、状況を確認。他に症状あるか確認すると「ないけど吐き気が酷いし、クラクラして行けそうにない」等と話している。欠席が続いている事、様子確認したい為、来所を勧めるが｢今日は休みたい｣と話しており、本日デイケア欠席。来所した際には体調確認を行い､継続した来所が出来るよう支援していく。

・鈴木　惇浩　様～11/12日（木）見学を実施した就労継続支援A型｢ふぁーすと｣について本人と面談を実施。｢とりあえず、体験利用してみたい｣と話しており、今週水曜日ハローワークへ行き、体験利用の申し込みを行ってくるとのこと。体験利用の日にち等が決まったら、また、不安等があったら教えていただきたいことを伝えている。

・鈴木　真知子様～昨晩で排便-4日。本人より下剤を希望され、シンラック15滴服用したとの情報提供ある。本日は、昼食前にトイレにこもっており、排便確認すると排便があったと話している。スッキリ感はあるとのことであるが、以後も一時間に1～2回はトイレに入っている。排便は、午前に1回のみとのこと。トイレへのコップの持ち込みは見られない。今後も様子確認していく。

・岩城　敏夫　様～来所時より咳、鼻汁、痰等の風邪症状みられ、マスク着用している。体温36．6℃だが、普段より高値となっている。11：40再検にて36．3℃。上記症状は継続している。プログラムには参加できている。今後も体調確認していく。

・山田　隆雄　様～来所時の体温36.6℃と普段より高値となっている。鼻汁あり、マスク着用している。11：40再検にて35.4℃。上記症状は継続している。プログラムには参加できている。今後も体調確認していく。

・倉石　ヨシエ様～11時頃より咳が出てきたため、マスク着用を促している。体調については大丈夫と話している。プログラムには参加できている。今後も体調確認していく。

＜外来情報＞

・清水　泰雅　様～今週末、外泊予定との事で内服薬が2週間分処方となっている。
・下口　政子　様～来週、祝日の為、内服薬2週間分処方となっている。

・若松　健一　様～インフルエンザ予防接種施行。

・高阪　博英　様～デイケア利用を月・火・金から火・金に変更希望がある。12/14まで月曜日の外来予約を10時としている。12/14以降は担当医と決める事としている。

・田名部　浩平様～咳・痰・寒気があり、咽頭の発赤がある。タバコを止めるように担当　　

医より話がある。レスプレン3T　3×ndE・アンブロモソール3T　

3×ndEが5日分処方となっている。

カンファレンスシート（藤村　翔　様）　

実施日：H27年11月16日（月）13：30～14：00

担当チーム：三浦･戸賀沢･藤田

参加者：鳥谷部、藤田、油津、會津、岩澤、佐藤、坂本

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	藤村　翔　様
	性別
	男
	年齢
	32
	生年月日
	S58.3.23

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	自宅生活

	家族希望
	グループホームでの生活と病状の安定

	入院歴
	計　1回（最終：H14年9月～H21年9月27日）岩手県立一戸病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年1月4日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護(毎週金曜日)、外来受診(毎週水曜日)、青明舎

	住居：グループホームあおみ

　　　H27.10.1～入居
	家族構成

祖母・父・母・弟



	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援（上限額：5000円）



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。(青山荘→H27.3.31～新グループホームが完成するまで自宅で両親と生活)
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	・幻聴はあり、自分からスタッフへ話してくる。デイケアの廊下から幻聴が聴こえているとのこと。大声で独語していることはあるが、幻聴に左右された行動は見られない。

・症状悪化し、幻聴が著明となった際は服薬調整にて症状改善している。11/4に処方変更となっている｡服薬管理はきちんと出来ている｡

・不調時にはスタッフに相談して欲しいことを伝えると理解しているが、自ら伝えてくる事はない。
	自分から不調を話す事が少ないため、スタッフから声を掛けていき、不調の有無を確認していく必要がある。また、精神症状に左右された言動があった際は、対処法を考え実践できるように関わっていく。今後も目標と計画は継続。

	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	・H27.10.1よりグループホームあおみへ入居となる。入居については本人も納得している｡

・実家では、調理、洗濯、掃除等の家事をしているとの事だが、グループホームでは買い物（嗜好品）・洗濯は出来ているが、掃除は力を入れず行い、指導を要している。食事は母様が金曜日に朝食1週間分を差し入れし、昼食・夕食は青陽館と青山荘を利用。今のところ、生活リズムの乱れはなく、生活上の問題や不安はないとのこと。
・自分からスタッフに声を掛けることは少ないが、唐突に声をかける様子は少なくなってきている。
	10月よりグループホーム入居となり、生活の場が変化したため、グループホームでの様子に注意していく必要がある。不調等についても自分から話す事が少ないため、生活状況や他入居者との関係についてスタッフから声を掛け確認する必要がある。
生活の場が変化したことから、目標や計画に生活上の課題の把握を追加し、自身の生活能力が認識できるように関わっていく｡


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②-1気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
②-2家事について、わからない事を相談できるようになる。
	②-1生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく。
②-2洗い物を一緒に行い、どのくらい出来ているか確認し、必要に応じて助言する。出来ている事は評価する。


